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印
刷
の
街

　

明
治
時
代
の
仙
台
は
、
県
庁
所
在
地
と
し
て
、
さ

ら
に
東
北
の
中
心
的
都
市
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
役

所
が
置
か
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
学
都
」
や
「
軍
都
」

と
称
さ
れ
た
よ
う
に
、
市
内
に
は
多
く
の
教
育
施
設

や
軍
関
係
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
役
所
や

学
校
、
軍
の
施
設
で
は
、
テ
キ
ス
ト
、
事
業
報
告
等
々
、

業
務
の
遂
行
に
伴
っ
て
様
々
な
印
刷
物
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
施
設
の
設
立
が

進
む
明
治
二
十
年
代
以
降
、
仙
台
市
内
に
は
次
々
と

印
刷
所
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
の
統
計
を
見
て
み
る

と
、
印
刷
工
場
の
数
は
一
九
で
、
醸
造
業
（
二
〇
）

に
次
い
で
二
位
。
従
業
員
数
は
四
五
五
人
で
、
製
糸

業
（
一
二
〇
七
人
）、
醸
造
業
（
五
〇
七
人
）
に
次
い

で
三
位
で
し
た
。
同
年
の
工
業
生
産
額
は
、
醸
造
業

（
約
八
二
〇
万
円
）、
製
糸
業
（
約
三
八
〇
万
円
）、
印

刷
業
（
約
一
二
〇
万
円
）、「
染
色
整
理
其
他
加
工
業
」

（
約
一
〇
〇
万
円
）
の
順
で
、
そ
れ
に
次
ぐ
の
は
菓
子

製
造
業
の
五
〇
万
円
余
。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
次
代

後
期
か
ら
大
正
次
代
に
か
け
て
、
印
刷
業
は
仙
台
の

主
要
産
業
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
す
。

　

顧
客
の
多
く
は
当
然
な
が
ら
仙
台
で
し
た
が
、
東

北
地
方
一
円
や
北
関
東
ま
で
仙
台
の
印
刷
所
は
営
業

範
囲
を
広
げ
て
い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

印
刷
業
界
の
先
駆
者

　

こ
の
よ
う
な
仙
台
の
印
刷
業
を
支
え
た
人
物
の
一

人
に
、江え

ま馬
耕こ
う
た
ろ
う

太
郎
が
い
ま
す
。
万
延
元（
一
八
六
〇
）

年
に
仙
台
藩
下
級
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
耕
太
郎
は
、

明
治
維
新
後
に
家
禄
を
失
い
困
窮
す
る
家
計
を
助
け

る
た
め
、
十
四
、五
歳
の
こ
ろ
か
ら
宮
城
活
版
社
の
見

習
い
工
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
宮
城
活
版
社
は
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年

に
須
田
平
左
衛
門
が
設
立
し
た
印
刷
所
で
、
県
の
布

告
類
や
教
科
書
な
ど
を
印
刷
し
、
市
内
で
は
い
ち
早

く
活
字
を
導
入
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
耕
太
郎
は
須
田
が
創
刊
し
た
『
僊せ

ん
だ
い台

新

聞
（
後
に
『
仙
台
日
日
新
聞
』
と
改
称
）』
の
植し
ょ
く
じ
こ
う

字
工

と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
職
人
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
編
集
や
執
筆
な
ど
に
も
関
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
明
治
十
一
年
五
月

に
須
田
が
突
然
の
自
決
を
遂
げ
る
と
、
同
年
十
一
月

か
ら
耕
太
郎
は
「
仮
編
集
長
」
と
し
て
『
仙
台
日
日

新
聞
』
の
発
行
を
主
導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
記
事
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
当
局
の
処
罰
を
受
け

た
耕
太
郎
は
、
翌
年
二
月
に
『
仙
台
日
日
新
聞
』
を

離
れ
、
自
由
民
権
運
動
と
関
わ
り
の
深
い
『
宮
城
日

報
』
に
移
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
宮
城
活
版
社
へ
の

復
帰
、『
奥
羽
日
日
新
聞
』
へ
の
参
画
な
ど
、
印
刷
技

術
者
、
ま
た
言
論
人
と
し
て
の
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

　

一
方
で
耕
太
郎
は
、
根
白
石
の
山
中
に
設
け
た

氷ひ
む
ろ室
か
ら
、
夏
季
に
仙
台
へ
氷
を
出
荷
す
る
商
売
を

手
が
け
、
ま
た
一
時
期
、
山
形
に
移
り
、
小
料
理
店

を
開
く
な
ど
の
多
彩
な
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

欧
南
遣
使
考

　

山
形
に
在
住
し
て
い
た
明
治
二
十
年
代
前
半
、
江

馬
耕
太
郎
は
法
律
書
や
大
衆
向
け
読
み
物
な
ど
の
編

集
、
出
版
を
手
が
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
明
治
二
十
四
年
、
仙
台
に
戻
っ
て
き
た
耕

太
郎
は
江
馬
活
版
所
を
設
立
し
、
一
冊
の
本
を
印
刷

し
ま
す
。『
欧お

う
な
ん
け
ん
し
こ
う

南
遣
使
考
』
で
す
。
外
交
官
と
し
て

知
ら
れ
る
平
井
希き
し
ょ
う昌
が
、
支
倉
常
長
の
事
跡
を
ま
と

め
た
も
の
で
、
明
治
九
年
に
東
京
で
出
版
さ
れ
た
後
、

明
治
十
五
年
に
宮
城
活
版
社
か
ら
再
版
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
出
版
部
数
が
少
な
く
、

人
目
に
触
れ
る
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

耕
太
郎
が
手
が
け
た
『
欧
南
遣
使
考
』
は
、
新
た

に
活
字
を
組
み
直
し
、
洗
練
さ
れ
た
紙
面
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
元
版
で
は
別
に
作
っ
た
印
画
紙
を
貼
り

込
ん
で
い
た
図
版
を
、
精
細
な
線
描
で
鮮
明
に
印
刷

し
た
の
も
、
印
刷
物
と
し
て
は
画
期
的
で
し
た
。

　

当
時
、
仙
台
で
最
大
手
の
本
屋
で
あ
っ
た
伊い
せ
や
す

勢
安

書
店
が
発
行
所
と
な
っ
て
再
版
さ
れ
た
こ
の
『
欧
南

遣
使
考
』
は
、
市
内
六
つ
の
書
店
で
販
売
さ
れ
、
慶

長
遣
欧
使
節
の
事
跡
を
広
く
人
々
に
知
ら
し
む
る
の

に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
『
欧
南
遣
使
考
』
を
皮
切
り
に
、
仙
台
で
も

有
数
の
技
術
を
持
つ
印
刷
所
と
し
て
江
馬
活
版
社
は
、

数
多
く
の
印
刷
物
を
手
が
け
、
仙
台
の
印
刷
業
の
発

展
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
の
で
す
。
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明治24年に江馬活版所が印刷した『欧南遣使考』


